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A. 研究目的 
非血縁者間造血幹細胞移植におけるソース
選択の実態を把握し、ソース選択に寄与す
る因子をレジストリデータを用いて明らか
にすること、関連する海外の情報を収集す
ることを本研究の目的とする。 
 
B. 研究方法 
日本造血細胞移植学会および日本造血細胞
移植データセンターが実施する造血細胞移
植医療の全国調査データより国内での非血
縁者間移植 activity を正確に把握するとと
もに、アジア太平洋造血細胞移植学会が実
施する造血細胞移植活動性調査データにて
亜諸国の activity との比較を、また、北米
および欧州の造血細胞移植登録機関におけ
る状況に関しての情報収集を行う。 
 
＜倫理面への配慮＞ 
日本造血細胞移植学会および日本造血細胞
移植データセンターが実施する造血細胞移
植医療の全国調査は日本造血細胞移植学会
および日本造血細胞移植データセンター倫
理審査委員会による承認を得ている。 
 
Ｃ. 研究結果 
2018 年までに国内で実施された非血縁者
間末梢血幹細胞移植が 600 件を超えた。初
回移植に限った場合における 559 件を対象
とした移植後 1 年時点における全生存率は
68.5%であった。アジア諸国のなかでも、
非血縁者間造血細胞移植の中での幹細胞
は、日本をのぞくほぼすべての国で、末梢
血幹細胞が最も多く、欧米との比較のみな
らず、日本の特徴（骨髄が有意であるこ
と、臍帯血移植実施件数が多いこと）は、
亜諸国の中でも特徴的である。 
米国では、骨髄の選択を優先するような無
作為比較臨床試験結果も報告されている
が、その前後にて末梢血の割合はほぼ変化
していない。欧米では、医療機関における
骨髄採取に比べ末梢血採取のほうが、造血
細胞移植のレシピエントに移植治療を実施
するチームへの採取に伴う負担が少いこと

も高い活動性の理由に挙げられる。 
 
Ｄ. 考察 
非血縁者ドナーからの骨髄採取が安全に、
年間多い件数実施され、非血縁者間移植成
績が国際的にみても良好である現状は評価
すべきであると考える。非血縁者間末梢血
幹細胞移植件数は年々増加してきている。
採取に伴うドナーの生活への負担およびレ
シピエントに移植治療を実施するチームへ
の負担の軽減は、非血縁者間末梢血幹細胞
移植推進につながると考えられる。 
 
Ｅ. 結論 
本邦での非血縁者間造血細胞移植における
stem cell source preference は、国際的に
みても特徴的である。欧米では、医療機関
における骨髄採取に比べ末梢血採取のほう
が、造血細胞移植のレシピエントに移植治
療を実施するチームへの採取に伴う負担が
少いことも高い活動性の理由に挙げられ
る。 
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